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観点として、Narmourの IRM理論 3) では、変化の向きと大きさに着目している。変化の向きとは、ある
音と次の音の高さを比較した時に、次の音のほうが高いのか低いのか、それとも同じ音の高さであるのか
ということ、変化の大きさとは次の音との差が大きいのか小さいのか、それとも等しいのかということを
表す。これに関連して、Walterらの”Melodic Similarity”4) でも、単旋律の音高のデータ表現の 1手法と


























































































































　これらのイベントの中で、1つ 1つの音符の情報を表すのが、MIDIイベントに属する note on、note off
である。note onは発音、note offは消音を意味し、それぞれのイベントは音高を表す数値（MIDIノート
番号）と、音の強さを表す数値（velocity）を含んでいる。以下ではMIDIノート番号について説明する。
　 MIDIノート番号とは、半音単位を 1として各音の高さに割り当てられた 0～127までの番号である。











































































































































































Aというパターンだとすると、これは 2小節目の前半にも当てはまる。このようにして 1小節を 2分割
し、4つの音の組と対応する主題の音を照らしあわせると、B、C、Dという音の変化のパターンが図の 8
小節の中で複数回現れている。さらに、1小節目と 2小節目は Aの後に Bのパターンがくるという共通
点があり、この部分は Aと Bという個々のパターンから成る ABという複合パターンとしても捉えるこ

































































i) 音列リスト集合 Aから最初の音列リストを取り除き、d)に戻る# $















（74 72 71 72）（- - +）
（71 72 71 72）（+ - +）
（81 79 78 79）（- - +）
（78 79 78 79）（+ - +）
（80 81 84 83）（+ + -）




























ルの中の 1つの音は、note onによって発音され、note offによって消音される。各イベントにはデルタ






は 8分音符 1つ分であり、1小節は基準音 6つ分の長さである。このことから、基準音の長さが 480で表
されるとき、1小節の長さは 480× 6 = 2880であると言える。このとき、発音時間 3840は (2880× 1) +
































また、「きらきら星変奏曲」の第 1変奏の右手パート、冒頭 3小節分に関しては［図 16］のようになる。
次章からの解析は、この隣の音との音高変化の数値列（以降音高変化列）を基に行う。
28
図 16 「きらきら星変奏曲」第 1変奏（右手）冒頭のMIDIノート番号と音高変化
29





























パターン名 音高変化の条件 重要な音 例（ハ長調の場合）
flat 0 0 0....（半音階上、2音以上） 先頭
up1 1 1 1....（半音階上、4音以上） 末尾
up2 1 1 1....（全音階上、4音以上） 末尾
up3 + + +....（変化の方向が上昇、5音以上） 末尾
down1 1 1 1....（半音階上、4音以上） 末尾
down2 1 1 1....（全音階上、4音以上） 末尾
down3 + + +....（変化の方向が下降、5音以上） 末尾
trill 1 -1 1 -1....or -1 1 -1 1....（全音階上、5音以上） 先頭
turnA+ 1 1 -1（全音階上、4音） 2音目
turnA- -1 -1 1（全音階上、4音） 2音目
turnB+ 1 1 -2（全音階上、4音） 先頭
turnB- -1 -1 2（全音階上、4音） 先頭
mordent -1 1（全音階上、3音） 先頭








































パターン名 音高変化の条件 重要な音 例（ハ長調の場合）
up1 1 1 1....（半音階上、4音以上） 末尾
up2 1 1 1....（全音階上、4音以上） 末尾
up3 + + +....（変化の方向が上昇、5音以上） 末尾



















ターンの中の特定のものが up1、up2である。よって、up1あるいは up2に当てはまる箇所はすべて up3
にも当てはまる。この関係は down1、2と down3でも同様に成り立つ。また、mordent、pralltrillerとい
うパターンは trillや turnA+、turnA-というパターンの一部であり、例えば trillが抽出された部分には必





うちどの部分が up1 であるかの判断が困難となるからである。これに対し、mordent と pralltriller がパ














図 22 「きらきら星変奏曲」第 1変奏右手について抽出を行った結果の一部（1回目）
図 23 「きらきら星変奏曲」第 1変奏右手について抽出を行った結果の一部（2回目）
［図 22］では、変奏を簡約化して残った上段の音は、主題の同じ箇所に現れる音と同じ高さである。ま










































音単位での音高変化が一致している必要がある。例えば、第 6章で用いた辞書パターン（［表 2］）中の up
（［表 3］、これを［表 4］に再掲）のパターンを取り出したいとする。まず up1に関して、半音単位の上
パターン名 音高変化の条件 重要な音 例（ハ長調の場合）
up1 1 1 1....（半音階上、4音以上） 末尾
up2 1 1 1....（全音階上、4音以上） 末尾
up3 + + +....（変化の方向が上昇、5音以上） 末尾
表 4 辞書パターン up（［表 3］の再掲）
昇に対応する音高変化列は、1,1,1,...である。しかし、単純な文字列照合でこれを抽出する場合、辞書パ















• P*: パターン Pの０回以上の繰り返し
• P+: パターン Pの１回以上の繰り返し
• \: 直後の文字を正規表現としてではなく、本来の文字として扱う# $
例えば、［表 5］の左の正規表現に対しては右のような文字列がマッチングする。
正規表現の例 該当する文字列の例












パターン名 音高変化の条件 重要な音 例（ハ長調の場合）
flat 0 0 0....（半音階上、2音以上） 先頭
up1 1 1 1....（半音階上、4音以上） 末尾
up2 1 1 1....（全音階上、4音以上） 末尾
up3 + + +....（変化の方向が上昇、5音以上） 末尾
down1 1 1 1....（半音階上、4音以上） 末尾
down2 1 1 1....（全音階上、4音以上） 末尾
down3 + + +....（変化の方向が下降、5音以上） 末尾
trill 1 -1 1 -1....or -1 1 -1 1....（全音階上、5音以上） 先頭
turnA+ 1 1 -1（全音階上、4音） 2音目
turnA- -1 -1 1（全音階上、4音） 2音目
turnB+ 1 1 -2（全音階上、4音） 先頭
turnB- -1 -1 2（全音階上、4音） 先頭
mordent -1 1（全音階上、3音） 先頭
pralltriller 1 -1（全音階上、3音） 先頭















































音目から始まる 2つの trillが抽出されているが、処理 1では最初のものだけ抽出されている。これは、処
理 2では各辞書パターン同士が独立であるだけでなく、抽出されたパターン同士も独立であるためであ
る。
　処理 1の手法から処理 2の手法にすることで起こる抽出の違いは、他にも存在する。それは 7.2の中





















































わせで表現できる。例えば、最低音数が 4のとき、4音パターンとして音高変化が-2 -1 1というパターン















として-2 -1 1 -1 1 -1 1 3が得られたとして説明する。まず、最低音数のパターンに関する分析をする。こ
こでは最低音数を 4音としているので、4音パターンを音高変化列で表すと 3つの差分値の並びになる。
音高変化列の先頭から 3つずつの数字を 1組として数字の組を作ると、［図 28］中 1.の表のようになる。































しては 0を含まないこととする。例えば、この条件の下では、0 1 -2という組と類似するものの中には 0







している。例えば 4行目は A0という 4音のパターン（実際の変化列の数値が-2 -1 1）は音列中に 11回
登場し、その右側を見ると A0B0 という 5 音のパターンは 8 回出現しているということを表している。
図中の＋－－－－＞で表した矢印は、＋の真上のパターンに続いて新たなパターンの組み合わせがあるこ
とを示している。4 行目と 5 行目の 9 音のパターンを見ると、最後のパターン以外の箇所は一致してお
り、この一致した部分は 4行目の 8音のパターンであることが分かる。このようにして、A0から始まる

















条件 1) そのパターンよりも 1音多いパターンとの出現数の差が 2回以上である
条件 2) すでに辞書化されたパターンとの重複分を除外した出現数が 2回以上である
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また、［図 30］は［図 29］の中から、条件 1に当てはまるパターンに黄の背景をつけ、条件 1かつ条件 2
に当てはまるもの（辞書化の条件に即すもの）にはさらに赤の点線枠を用いて表し、条件に当てはまるパ
ターンを示したものである。ここからは各条件について説明する。
図 30 ［図 29］のうち辞書化する条件に適合するパターン







　「条件 2) すでに辞書化されたパターンとの重複分を除外した出現数が 2 回以上である」については、
例に沿って説明する。［図 30］の 4行目の 5音パターン（A0,B0）と 6音パターン（A0,B0,C0）に着目す
るとどちらのパターンも 8回出現しているが、これは両者が音列中の同じ 8箇所を指しているというこ
とである。つまり、5音パターンの 8回は 6音パターンの 8回と重複しており、これらの両方を辞書化す
ることの意義は薄い。また、結果の中には「前半の重複」「後半の重複」の 2種類の重複について考える
必要がある。「前半の重複」とは先述したような、（A0,B0）と（A0,B0,C0）との間での重複、「後半の重


























表 8 正規表現辞書パターンの例（［表 7］の一部）
例えば、［図 30］4行目の 4音パターンである A0は、-2 -1 1という音高変化のパターンである。これ
を［表 8］のように「パターン名　正規表現パターン　重要な音」という形で表すと、「A0 -2,-1,+1, l」の
ようになる。なお、重要な音については、現段階では仮として l（最後の音）を用いている。同様に 4行
目の 6音パターンに関しては「A0B0C0 -2,-1,+1,-1,+1, l」となる。さらに、複数の辞書を統合した際にも
どの楽曲から得られた辞書パターンなのかが分かるように、各パターン名の前半には楽曲の識別用の名前
を付けるよう設定した。よって先の 2つの例は「第 1変奏の右手」であることを「v1r」という名で表し、













































































こでは、音高変化が正の数であれば U、負の数であれば D、0であれば Rと置き換え、音高変化の
絶対値が 1～6であれば S、7以上であれば Lをに置き換える。例えば音高変化が－ 1の場合には
SD（小さい +下がる）、+8の場合には LU（大きい +上がる）と表現する。1つの音高変化に対し
ては SU,LU,R,SD,LDの 5通りの分類があり、最低音数が 4の場合には音高変化が 3つであるの




図 35 生成辞書内のパターン分類 a)の出力例




























数値の中では 1は 2番目に大きく、2は 1番目、0は 3番目となるので、このパターンの分類は 2
番,1番,3番となる。なお、同じ変化量の場合は同じ数字で表す。このように分類した場合、4音パ
ターンの辞書について分類の種類を数え上げたところ、最大で 13通りとなる。

























ンの抽出を行った。［図 38］はその結果を Processingで可視化したものであり、この図の見方は［図 26］
と同様である。
　自動生成した辞書を適用した［図 38］と、先行研究などに倣った装飾の特定パターンを辞書とした






図 38 「きらきら星変奏曲」第 1変奏右手から、生成した辞書パターンを抽出した結果
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図 39 「きらきら星変奏曲」第 1変奏右手から、特定パターンの抽出を行った結果（［図 26］の再掲）
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　例えば、［図 40］の 1792の音は「v1r A0B0C0B0C0」「v6l B0C0a2b2」「v6l C0a2b2」「v11r n4」
「v12r o6k6l6k6l6」の 5つのパターンの親となっていると言える。このうち、「v1r A0B0C0B0C0」

















ある音列内から頻出パターンを調べる際に、まず 2 2 1という 4音パターンに着目したとする。このよう
な場合、2 2 1に類似するパターンとして Group4[4]の 2 2 2が当てはまり、Group4[0]及び Group4[4]に
A0という名前が付く。続いて Group4[1]のパターンが、名前の付いた Group4[0]と Group4[4]を除くパ
ターンのうち類似するものがないか計算を行う。これを Group4[5]まで繰り返すと、［図 41］の右のセル
のように、A0,#,#,#,A0,#という結果になり、最初に出現した A0、つまり 2 2 1 が辞書化の対象となる。
ここで、Group4[5]の 2 2 3については 2 2 1とは類似しないとされている。これは、音高変化 2 2 1の 3
番目の数字である 1と、2 2 3の 3番目の数字である 3の差が 2であり、変化の幅として含まれないとい
うことに基づく処理の結果である。しかし、Group4[4]と Group4[5]に着目すると、この 2つのパターン
は本プログラムの基準に基づくと類似していると言える。つまり、仮に 2 2 2というパターンと 2 2 1の
パターンの位置を入れ替えた場合には、Group4[4]である 2 2 1と Group4[5]である 2 2 3はどちらも A0









　「きらきら星変奏曲」から生成した辞書を、モーツァルトのピアノソナタ第 11番 K.331の第 1
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 4音　　 　         　 |  5音      |  6音         |  7音            |  8音               |  9音                  |
11(A0:-2,-1, 1) -> 8(A0,B0) -> 8(A0,B0,C0) -> 4(A0,B0,C0,B0) -> 4(A0,B0,C0,B0,C0) -> 2(A0,B0,C0,B0,C0,D0) 
                                                                            +------> 2(A0,B0,C0,B0,C0,G0) 
                                     +------> 4(A0,B0,C0,G0) -> 3(A0,B0,C0,G0,J0) -> 2(A0,B0,C0,G0,J0,X0) 
          +------> 3(A0,D0) -> 2(A0,D0,Z0) -> 2(A0,D0,Z0,a0) -> 2(A0,D0,Z0,a0,b0)                         
12(B0:-1, 1,-1) ->12(B0,C0) -> 4(B0,C0,B0) -> 4(B0,C0,B0,C0) -> 2(B0,C0,B0,C0,D0) -> 2(B0,C0,B0,C0,D0,E0) 
                                                       +------> 2(B0,C0,B0,C0,G0) -> 2(B0,C0,B0,C0,G0,H0) 
                      +------> 2(B0,C0,D0) -> 2(B0,C0,D0,E0) -> 2(B0,C0,D0,E0,F0) -> 2(B0,C0,D0,E0,F0,A0) 
                      +------> 6(B0,C0,G0) -> 2(B0,C0,G0,H0) -> 2(B0,C0,G0,H0,I0) -> 2(B0,C0,G0,H0,I0,J0) 
                                     +------> 3(B0,C0,G0,J0) -> 2(B0,C0,G0,J0,X0) -> 2(B0,C0,G0,J0,X0,P0) 
12(C0: 1,-1, 1) -> 4(C0,B0) -> 4(C0,B0,C0) -> 2(C0,B0,C0,D0) -> 2(C0,B0,C0,D0,E0) -> 2(C0,B0,C0,D0,E0,F0) 
                                     +------> 2(C0,B0,C0,G0) -> 2(C0,B0,C0,G0,H0) -> 2(C0,B0,C0,G0,H0,I0) 
          +------> 2(C0,D0) -> 2(C0,D0,E0) -> 2(C0,D0,E0,F0) -> 2(C0,D0,E0,F0,A0) -> 2(C0,D0,E0,F0,A0,B0) 
          +------> 6(C0,G0) -> 2(C0,G0,H0) -> 2(C0,G0,H0,I0) -> 2(C0,G0,H0,I0,J0) -> 2(C0,G0,H0,I0,J0,K0) 
                      +------> 3(C0,G0,J0) -> 2(C0,G0,J0,X0) -> 2(C0,G0,J0,X0,P0) -> 2(C0,G0,J0,X0,P0,Y0) 
 5(D0:-1, 1, 9) -> 3(D0,E0) -> 2(D0,E0,F0) -> 2(D0,E0,F0,A0) -> 2(D0,E0,F0,A0,B0) -> 2(D0,E0,F0,A0,B0,C0) 
          +------> 2(D0,Z0) -> 2(D0,Z0,a0) -> 2(D0,Z0,a0,b0)                                              
 4(E0: 1, 9,-2) -> 3(E0,F0) -> 3(E0,F0,A0) -> 3(E0,F0,A0,B0) -> 3(E0,F0,A0,B0,C0) -> 2(E0,F0,A0,B0,C0,B0) 
 9(F0: 9,-2,-1) -> 3(F0,A0) -> 3(F0,A0,B0) -> 3(F0,A0,B0,C0) -> 2(F0,A0,B0,C0,B0) -> 2(F0,A0,B0,C0,B0,C0) 
          +------> 6(F0,N0) -> 6(F0,N0,N0) -> 6(F0,N0,N0,N0) -> 6(F0,N0,N0,N0,N0) -> 4(F0,N0,N0,N0,N0,S0) 
                                                                            +------> 2(F0,N0,N0,N0,N0,T0) 
 6(G0:-1, 1, 1) -> 2(G0,H0) -> 2(G0,H0,I0) -> 2(G0,H0,I0,J0) -> 2(G0,H0,I0,J0,K0) -> 2(G0,H0,I0,J0,K0,L0) 
          +------> 3(G0,J0) -> 2(G0,J0,X0) -> 2(G0,J0,X0,P0) -> 2(G0,J0,X0,P0,Y0) -> 2(G0,J0,X0,P0,Y0,A0) 
 2(H0: 1, 1, 1) -> 2(H0,I0) -> 2(H0,I0,J0) -> 2(H0,I0,J0,K0) -> 2(H0,I0,J0,K0,L0) -> 2(H0,I0,J0,K0,L0,M0) 
 2(I0: 1, 1, 3) -> 2(I0,J0) -> 2(I0,J0,K0) -> 2(I0,J0,K0,L0) -> 2(I0,J0,K0,L0,M0) -> 2(I0,J0,K0,L0,M0,N0) 
 5(J0: 1, 3,-1) -> 2(J0,K0) -> 2(J0,K0,L0) -> 2(J0,K0,L0,M0) -> 2(J0,K0,L0,M0,N0) -> 2(J0,K0,L0,M0,N0,O0) 
          +------> 2(J0,X0) -> 2(J0,X0,P0) -> 2(J0,X0,P0,Y0) -> 2(J0,X0,P0,Y0,A0) -> 2(J0,X0,P0,Y0,A0,B0) 
 2(K0: 3,-1, 3) -> 2(K0,L0) -> 2(K0,L0,M0) -> 2(K0,L0,M0,N0) -> 2(K0,L0,M0,N0,O0) -> 2(K0,L0,M0,N0,O0,P0) 
 3(L0:-1, 3,-2) -> 3(L0,M0) -> 2(L0,M0,N0) -> 2(L0,M0,N0,O0) -> 2(L0,M0,N0,O0,P0) -> 2(L0,M0,N0,O0,P0,Q0) 
 3(M0: 3,-2,-1) -> 2(M0,N0) -> 2(M0,N0,O0) -> 2(M0,N0,O0,P0) -> 2(M0,N0,O0,P0,Q0) -> 2(M0,N0,O0,P0,Q0,R0) 
26(N0:-2,-1,-2) -> 2(N0,O0) -> 2(N0,O0,P0) -> 2(N0,O0,P0,Q0) -> 2(N0,O0,P0,Q0,R0) -> 2(N0,O0,P0,Q0,R0,F0) 
          +------>18(N0,N0) ->12(N0,N0,N0) -> 6(N0,N0,N0,N0) -> 4(N0,N0,N0,N0,S0) -> 4(N0,N0,N0,N0,S0,R0) 
                                                       +------> 2(N0,N0,N0,N0,T0) -> 2(N0,N0,N0,N0,T0,U0) 
                                     +------> 4(N0,N0,N0,S0) -> 4(N0,N0,N0,S0,R0) -> 4(N0,N0,N0,S0,R0,F0) 
                                     +------> 2(N0,N0,N0,T0) -> 2(N0,N0,N0,T0,U0) -> 2(N0,N0,N0,T0,U0,V0) 
                      +------> 4(N0,N0,S0) -> 4(N0,N0,S0,R0) -> 4(N0,N0,S0,R0,F0) -> 4(N0,N0,S0,R0,F0,N0) 
                      +------> 2(N0,N0,T0) -> 2(N0,N0,T0,U0) -> 2(N0,N0,T0,U0,V0) -> 2(N0,N0,T0,U0,V0,W0) 
          +------> 4(N0,S0) -> 4(N0,S0,R0) -> 4(N0,S0,R0,F0) -> 4(N0,S0,R0,F0,N0) -> 4(N0,S0,R0,F0,N0,N0) 
          +------> 2(N0,T0) -> 2(N0,T0,U0) -> 2(N0,T0,U0,V0) -> 2(N0,T0,U0,V0,W0)                         
 2(O0:-1,-2, 0) -> 2(O0,P0) -> 2(O0,P0,Q0) -> 2(O0,P0,Q0,R0) -> 2(O0,P0,Q0,R0,F0) -> 2(O0,P0,Q0,R0,F0,N0) 
 8(P0:-2, 0,-2) -> 2(P0,Q0) -> 2(P0,Q0,R0) -> 2(P0,Q0,R0,F0) -> 2(P0,Q0,R0,F0,N0) -> 2(P0,Q0,R0,F0,N0,N0) 
          +------> 6(P0,Y0) -> 6(P0,Y0,A0) -> 4(P0,Y0,A0,B0) -> 4(P0,Y0,A0,B0,C0) -> 3(P0,Y0,A0,B0,C0,G0) 
                                     +------> 2(P0,Y0,A0,D0)                                              
 2(Q0: 0,-2, 9) -> 2(Q0,R0) -> 2(Q0,R0,F0) -> 2(Q0,R0,F0,N0) -> 2(Q0,R0,F0,N0,N0) -> 2(Q0,R0,F0,N0,N0,N0) 
 6(R0:-2, 9,-2) -> 6(R0,F0) -> 6(R0,F0,N0) -> 6(R0,F0,N0,N0) -> 6(R0,F0,N0,N0,N0) -> 6(R0,F0,N0,N0,N0,N0) 
 4(S0:-2,-2, 9) -> 4(S0,R0) -> 4(S0,R0,F0) -> 4(S0,R0,F0,N0) -> 4(S0,R0,F0,N0,N0) -> 4(S0,R0,F0,N0,N0,N0) 
 2(T0:-1,-2, 7) -> 2(T0,U0) -> 2(T0,U0,V0) -> 2(T0,U0,V0,W0)                                              
 3(U0:-2, 7,-2) -> 2(U0,V0) -> 2(U0,V0,W0)                                                                
 2(V0: 7,-2,-8) -> 2(V0,W0)                                                                               
 2(W0:-2,-8, 1)                                                                                           
 3(X0: 2,-2, 0) -> 3(X0,P0) -> 3(X0,P0,Y0) -> 3(X0,P0,Y0,A0) -> 3(X0,P0,Y0,A0,B0) -> 3(X0,P0,Y0,A0,B0,C0) 
 6(Y0: 0,-2,-1) -> 6(Y0,A0) -> 4(Y0,A0,B0) -> 4(Y0,A0,B0,C0) -> 3(Y0,A0,B0,C0,G0) -> 2(Y0,A0,B0,C0,G0,J0) 
                      +------> 2(Y0,A0,D0)                                                                
 2(Z0: 1, 9,-4) -> 2(Z0,a0) -> 2(Z0,a0,b0)                                                                
 3(a0: 9,-4,-3) -> 3(a0,b0) -> 2(a0,b0,c0) -> 2(a0,b0,c0,P0) -> 2(a0,b0,c0,P0,Y0) -> 2(a0,b0,c0,P0,Y0,A0) 
 3(b0:-4,-3,-2) -> 2(b0,c0) -> 2(b0,c0,P0) -> 2(b0,c0,P0,Y0) -> 2(b0,c0,P0,Y0,A0) -> 2(b0,c0,P0,Y0,A0,D0) 
 3(c0:-3,-2, 0) -> 3(c0,P0) -> 3(c0,P0,Y0) -> 3(c0,P0,Y0,A0) -> 2(c0,P0,Y0,A0,D0)                         
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•「きらきら星変奏曲」第 1変奏右手から生成したパターン辞書
辞書 1) 4音パターン、変化の幅なし
v1r_A0 -2,-1,+1, l
v1r_B0 -1,+1,-1, l
v1r_C0 +1,-1,+1, l
v1r_D0 -1,+1,+9, l
v1r_E0 +1,+9,-2, l
v1r_F0 +9,-2,-1, l
v1r_G0 -1,+1,+1, l
v1r_J0 +1,+3,-1, l
v1r_L0 -1,+3,-2, l
v1r_M0 +3,-2,-1, l
v1r_N0 -2,-1,-2, l
v1r_P0 -2,0,-2, l
v1r_R0 -2,+9,-2, l
v1r_S0 -2,-2,+9, l
v1r_U0 -2,+7,-2, l
v1r_X0 +2,-2,0, l
v1r_Y0 0,-2,-1, l
v1r_a0 +9,-4,-3, l
v1r_b0 -4,-3,-2, l
v1r_c0 -3,-2,0, l
v2l_d0 +12,-1,+1, l
v2l_e0 -1,+1,+2, l
v2l_f0 +1,+2,-2, l
v2l_g0 +2,-2,-1, l
v2l_i0 -1,+1,-8, l
v2l_j0 +1,-8,+8, l
v2l_k0 -8,+8,-1, l
v2l_l0 +8,-1,+1, l
v2l_m0 -1,+1,-12, l
v2l_n0 +1,-12,+12, l
v2l_o0 -12,+12,-1, l
v2l_p0 -1,+1,-15, l
v2l_q0 +1,-15,+12, l
v2l_r0 -15,+12,-1, l
v2l_s0 -1,+1,-10, l
v2l_t0 +1,-10,+12, l
v2l_u0 -10,+12,-1, l
v3r_v0 +4,+3,+5, l
v3r_w0 +3,+5,+4, l
v3r_x0 +5,+4,+3, l
v3r_y0 +3,+5,-5, l
v3r_z0 +5,-5,-2, l
v3r_A1 -5,-2,-1, l
v3r_D1 +1,-1,-2, l
v3r_E1 -1,-2,-2, l
v3r_G1 -2,+9,-1, l
v3r_H1 +9,-1,+1, l
v3r_I1 -1,+1,+3, l
v3r_K1 +3,-1,-2, l
v3r_L1 -1,-2,0, l
v3r_M1 -2,0,-3, l
v3r_N1 0,-3,+1, l
v3r_O1 -3,+1,0, l
v3r_P1 +1,0,+5, l
v3r_Q1 0,+5,+4, l
v3r_R1 +5,+4,0, l
v3r_S1 +4,0,-11, l
v3r_T1 0,-11,0, l
v3r_U1 -11,0,0, l
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v3r_V1 0,0,+6, l
v3r_W1 0,-10,+7, l
v3r_X1 -10,+7,0, l
v3r_Y1 +7,0,-2, l
v3r_Z1 0,-2,-8, l
v3r_a1 -2,-8,+1, l
v3r_f1 +1,+9,-4, l
v3r_g1 +9,-4,-5, l
v3r_h1 -4,-5,0, l
v3r_i1 -5,0,-3, l
v3r_j1 -3,+1,+9, l
v3r_o1 +3,-3,-3, l
v3r_r1 +1,+9,-7, l
v3r_s1 +9,-7,-2, l
v3r_t1 -7,-2,0, l
v4l_w1 +5,+4,-4, l
v4l_x1 +4,-4,-12, l
v4l_y1 -4,-12,+4, l
v4l_z1 -12,+4,+3, l
v4l_C2 +4,-4,-15, l
v4l_D2 -4,-15,+11, l
v4l_E2 -15,+11,+1, l
v4l_F2 +11,+1,-10, l
v4l_G2 +1,-10,+11, l
v4l_H2 -10,+11,+1, l
v4l_I2 +11,+1,-15, l
v4l_J2 +1,-15,+11, l
v4l_K2 +11,+1,-7, l
v4l_L2 +1,-7,+4, l
v4l_M2 -7,+4,+3, l
v4l_P2 +4,+3,-1, l
v4l_Q2 +3,-1,+1, l
v4l_S2 +1,-12,+2, l
v4l_T2 -12,+2,+2, l
v4l_U2 +2,+2,+1, l
v4l_V2 +2,+1,-1, l
v4l_X2 +1,-12,+4, l
v4l_Y2 -12,+4,+1, l
v4l_Z2 +4,+1,+2, l
v6r_a2 0,+7,0, l
v6r_b2 +7,0,+2, l
v6r_c2 0,+2,0, l
v6r_d2 +2,0,-2, l
v6r_e2 0,-2,0, l
v6r_g2 0,-2,-3, l
v6r_h2 -2,-3,+1, l
v6r_q2 +1,+2,+2, l
v6r_r2 +2,+2,-4, l
v6r_s2 +2,-4,+5, l
v6r_t2 -4,+5,-1, l
v6r_u2 +5,-1,+1, l
v6r_v2 +2,+2,-2, l
v6r_w2 +2,-4,+2, l
v6r_x2 -4,+2,-3, l
v6l_I3 -4,+2,-1, l
v6l_J3 +1,-2,-1, l
v6l_L3 -1,-2,+2, l
v6l_M3 -2,+2,-4, l
v6l_O3 +1,-12,+5, l
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v6l_P3 -12,+5,-5, l
v6l_Q3 +5,-5,-3, l
v6l_R3 -5,-3,+3, l
v6l_S3 -3,+3,-7, l
v6l_Y3 0,-1,0, l
v7r_c3 -1,-2,-1, l
v7r_e3 -1,+1,+5, l
v7r_f3 +1,+5,-2, l
v7r_g3 +5,-2,-1, l
v7r_k3 -1,+1,0, l
v7r_l3 +1,0,+9, l
v7r_m3 0,+9,-9, l
v7r_n3 +9,-9,-2, l
v7r_o3 -9,-2,+11, l
v7r_p3 -2,+11,-11, l
v7r_q3 +11,-11,0, l
v7r_r3 -11,0,+9, l
v7r_s3 +9,-9,+10, l
v7r_w3 +5,+4,-2, l
v7r_x3 -2,-1,+12, l
v7r_y3 -1,+12,+1, l
v7r_z3 +12,+1,+1, l
v7r_A4 +1,+1,-3, l
v7r_B4 +1,-3,-2, l
v11r_C4 -5,+9,-4, l
v11r_D4 +9,-4,+7, l
v11r_E4 -4,+7,0, l
v11r_F4 +7,0,0, l
v11r_G4 0,0,+2, l
v11r_I4 +2,0,0, l
v11r_J4 0,0,-2, l
v11r_L4 -2,0,0, l
v11r_M4 0,0,0, l
v11r_N4 -2,0,+11, l
v11r_O4 0,+11,-2, l
v11r_P4 +11,-2,-3, l
v11r_Q4 -2,-3,-6, l
v11r_R4 -3,-6,-1, l
v11r_S4 -6,-1,+5, l
v11r_T4 -1,+5,-2, l
v11r_U4 +5,-2,-3, l
v11r_V4 -3,-5,+8, l
v11r_W4 -5,+8,-2, l
v11r_X4 +8,-2,-3, l
v11r_Y4 -2,-3,-3, l
v11r_Z4 -3,-3,+3, l
v11r_a4 -3,+3,-2, l
v11r_f4 +2,+3,-1, l
v11r_n4 +2,-2,+2, l
v11l_p4 +9,-4,-7, l
v11l_q4 -4,-7,-5, l
v11l_r4 -7,-5,+9, l
v11l_t4 -4,-5,-5, l
v11l_u4 -5,-5,+9, l
v11l_v4 +9,-4,+17, l
v11l_w4 -4,+17,+2, l
v11l_x4 +17,+2,0, l
v11l_y4 +2,0,-7, l
v11l_z4 0,-7,+2, l
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v11l_A5 -7,+2,+2, l
v11l_C5 +2,-2,-2, l
v11l_D5 -2,-2,-5, l
v11l_E5 -2,-5,-7, l
v11l_I5 +9,0,0, l
v11l_J5 0,0,-9, l
v11l_K5 0,-9,+9, l
v11l_L5 -9,+9,0, l
v11l_U5 +12,0,0, l
v11l_V5 0,0,-12, l
v12r_Y5 0,0,+5, l
v12r_Z5 0,+5,-7, l
v12r_a5 +5,-7,+2, l
v12r_b5 -7,+2,0, l
v12r_c5 0,0,+7, l
v12r_h5 -2,0,+2, l
v12r_i5 0,-3,-1, l
v12r_j5 -3,-1,+2, l
v12r_k5 -1,+2,0, l
v12r_l5 0,-2,-5, l
v12r_m5 -2,-5,+2, l
v12r_n5 -5,+2,0, l
v12r_p5 0,0,+3, l
v12r_q5 0,+3,-6, l
v12r_r5 +3,-6,+1, l
v12r_x5 +1,0,-2, l
v12r_y5 0,-1,-1, l
v12r_z5 -1,-1,+1, l
v12r_A6 -1,+1,+7, l
v12r_E6 +1,+9,-9, l
v12r_F6 +9,-9,+9, l
v12r_G6 -9,+9,-9, l
v12r_H6 +9,-9,0, l
v12r_I6 -9,0,-2, l
v12r_U6 +1,-5,+2, l
v12r_V6 -5,+2,-4, l
v12r_W6 +2,-3,+1, l
v12r_X6 -3,+1,-3, l
v12r_a6 +1,+4,-1, l
v12r_b6 +4,-1,+1, l
v12l_q6 -15,+12,-2, l
v12l_u6 +1,-7,+2, l
v12l_x6 +2,+1,-12, l
v12l_B7 -7,+5,-1, l
v12l_D7 -1,+1,-5, l
v12l_F7 -5,+10,-1, l
v12l_G7 +10,-1,+1, l
v12l_H7 +1,-10,+9, l
v12l_M7 -7,+7,-7, l
v12l_Q7 -5,+5,-5, l
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辞書 2) 4音以上のパターン、変化の幅なし
v1r_A0B0C0B0C0 -2,-1,+1,-1,+1,-1,+1, l
v1r_F0N0N0N0N0 +9,-2,-2,-1,-2,-2,-2, l
v1r_A0B0C0 -2,-1,+1,-1,+1, l
v1r_B0C0G0 -1,+1,-1,+1,+1, l
v1r_P0Y0A0 -2,0,-2,-1,+1, l
v1r_A0 -2,-1,+1, l
v1r_D0 -1,+1,+9, l
v1r_F0 +9,-2,-1, l
v1r_J0 +1,+3,-1, l
v1r_N0 -2,-1,-2, l
v1r_P0 -2,0,-2, l
v2l_d0e0f0g0A0 +12,-1,+1,+2,-2,-1,+1, l
v2l_l0e0f0g0h0 +8,-1,+1,+2,-2,-1,+1, l
v2l_d0s0t0u0d0 +12,-1,+1,-10,+12,-1,+1, l
v2l_d0p0q0r0d0 +12,-1,+1,-15,+12,-1,+1, l
v2l_m0n0o0d0 -1,+1,-12,+12,-1,+1, l
v2l_p0q0r0d0 -1,+1,-15,+12,-1,+1, l
v3r_U1V1Q1R1S1 -11,0,0,+6,+3,0,-10, l
v3r_W1X1Y1Z1a1 0,-10,+7,0,-2,-8,+1, l
v3r_f1g1h1i1N1 +1,+9,-4,-5,0,-3,+1, l
v3r_r1s1t1M1N1 +1,+9,-7,-2,0,-3,+1, l
v3r_Q1R1S1 0,+5,+4,0,-11, l
v3r_D0f1g1 -1,+1,+9,-4,-5, l
v3r_N1e1f1 0,-2,+1,+8,-5, l
v3r_M1N1 -2,0,-3,+1, l
v3r_D0f1 -1,+1,+9,-4, l
v3r_f1g1 +1,+9,-4,-5, l
v3r_N1j1 0,-3,+1,+9, l
v3r_v0 +4,+3,+5, l
v3r_D1 +1,-1,-2, l
v3r_S0 -2,-2,+9, l
v3r_o1 +3,-3,-3, l
v4l_w0w1x1y1z1 +3,+5,+4,-4,-12,+4,+3, l
v4l_y1z1u1v1w1 -4,-12,+4,+3,+5,+4,-4, l
v4l_H2K2L2M2u1 -10,+11,+1,-7,+4,+3,+5, l
v4l_Y2Z2V2Q2R2 -12,+4,+1,+2,-1,+1,-12, l
v4l_E2F2G2H2 -15,+11,+1,-10,+11,+1, l
v4l_v0w0w1 +4,+3,+5,+4,-4, l
v4l_x1y1z1 +4,-4,-12,+4,+3, l
v4l_F2G2H2 +11,+1,-10,+11,+1, l
v4l_I2J2E2 +11,+1,-15,+11,+1, l
v4l_v0w0 +4,+3,+5,+4, l
v4l_x0u1 +5,+4,+3,+5, l
v4l_u1y0 +4,+3,+5,-5, l
v4l_M2u1 -7,+4,+3,+5, l
v4l_Q2m0 +3,-1,+1,-12, l
v4l_x0 +5,+4,+3, l
v4l_E2 -15,+11,+1, l
v4l_V2 +2,+1,-1, l
v6r_f2e2f2g2h2 -2,0,-1,0,-2,-3,+1, l
v6r_C0n2o2n2o2 +1,-1,+1,-1,+1,-1,+1, l
v6r_q2v2o2p2q2 +1,+2,+2,-2,+2,+2,+1, l
v6r_e2P0e2f2 0,-2,0,-2,0,-1, l
v6r_B0C0n2o2 -1,+1,-1,+1,-1,+1, l
v6r_p2q2v2o2 -1,+1,+2,+2,-2,+2, l
v6r_w2x2w2x2 +2,-4,+2,-3,+1,-3, l
v6r_C0n2o2 +1,-1,+1,-1,+1, l
v6r_o2e0q2 +1,-1,+1,+2,+2, l
v6r_e2P0 0,-2,0,-2, l
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v6r_q2r2 +1,+2,+2,-4, l
v6r_w2x2 +2,-4,+2,-3, l
v6l_y2z2e0q2r2 -1,+1,-1,+1,+2,+2,-4, l
v6l_L3M3D3E3F3 -1,-2,+2,-4,+5,-1,+1, l
v6l_O3P3Q3R3S3 +1,-12,+5,-5,-3,+3,-7, l
v6l_y2z2e0q2 -1,+1,-1,+1,+2,+2, l
v6l_s2t2u2y2 +2,-4,+5,-1,+1,-1, l
v6l_y2J3N0L3 -1,+1,-2,-1,-2,+2, l
v6l_s2t2u2 +2,-4,+5,-1,+1, l
v6l_K3L3y2 -1,-2,-1,+1,-2, l
v6l_C0y2 +1,-1,+1,-1, l
v6l_B3B3 +1,+2,+2,+2, l
v6l_M3 -2,+2,-4, l
v6l_Y3 0,-1,0, l
v7r_U2Z3Z3Z3Z3 +2,+2,+1,+2,+2,+2,+1, l
v7r_o3p3q3r3m3 -9,-2,+11,-11,0,+9,-9, l
v7r_p3q3r3m3s3 -2,+10,-10,0,+9,-9,+10, l
v7r_c3c3c3c3c3 -2,-2,-1,-2,-2,-2,-1, l
v7r_y3z3Z3A4B4 -1,+12,+1,+1,+1,-3,-2, l
v7r_U2Z3Z3Z3 +2,+2,+1,+2,+2,+2, l
v7r_c3c3c3c3 -2,-2,-1,-2,-2,-2, l
v7r_U2Z3Z3 +2,+2,+1,+2,+2, l
v7r_c3c3c3 -2,-2,-1,-2,-2, l
v7r_U2Z3 +2,+2,+1,+2, l
v7r_g3c3 +5,-2,-1,-2, l
v7r_c3c3 -2,-2,-1,-2, l
v7r_U2 +2,+2,+1, l
v11r_W4X4Y4Z4a4 -5,+8,-2,-3,-3,+3,-2, l
v11r_J4e2 0,0,-2,0, l
v11r_N0Y4 -2,-1,-2,-2, l
v11r_Y4k4 -1,-2,-2,-1, l
v11r_P4 +11,-2,-3, l
v11r_Q4 -2,-3,-6, l
v11r_R4 -3,-6,-1, l
v11r_U4 +5,-2,-3, l
v11r_Y4 -2,-3,-3, l
v11r_a4 -3,+3,-2, l
v11r_f4 +2,+3,-1, l
v11r_e0 -1,+1,+2, l
v11r_n4 +2,-2,+2, l
v11l_A5v2C5D5E5 -7,+2,+2,-2,-2,-5,-7, l
v11l_I5J5K5L5I5 +9,0,0,-9,+9,0,0, l
v11l_I5J5 +9,0,0,-9, l
v11l_U5V5 +12,0,0,-12, l
v11l_C4 -5,+9,-4, l
v11l_D5 -2,-2,-5, l
v11l_I5 +9,0,0, l
v11l_J5 0,0,-9, l
v11l_G4 0,0,+2, l
v12r_X5M4p5q5r5 +2,0,0,0,+3,-6,+1, l
v12r_w5v5w5k5x5 +1,-1,+1,-1,+1,0,-2, l
v12r_z5v5w5v5w5 -1,-1,+1,-1,+1,-1,+1, l
v12r_v5w5v5w5A6 -1,+1,-1,+1,-1,+1,+7, l
v12r_E6F6G6H6I6 +1,+9,-9,+9,-9,0,-2, l
v12r_I1a6b6 -1,+1,+3,-1,+1, l
v12r_c2I4 0,+2,0,0, l
v12r_X5f5 +2,0,0,-3, l
v12r_i5j5 0,-3,-1,+2, l
v12r_U6V6 +1,-5,+2,-4, l
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v12r_W6X6 +2,-3,+1,-3, l
v12r_a6b6 +1,+4,-1,+1, l
v12r_I4 +2,0,0, l
v12r_b5 -7,+2,0, l
v12r_J4 0,0,-2, l
v12r_k5 -1,+2,0, l
v12r_G6 -9,+9,-9, l
v12r_e3 -1,+1,+5, l
v12l_A0d6e6f6g6 -2,-1,+1,+2,-2,-1,+1, l
v12l_g6m0n0o0c6 -2,-1,+1,-12,+12,-1,+1, l
v12l_g6p0q0q6c6 -2,-1,+1,-15,+12,-2,+2, l
v12l_w6w6w6w6x6 +2,+1,+2,+2,+2,+1,-12, l
v12l_k6B0C0y6z6 +9,-1,+1,-1,+1,-1,+1, l
v12l_y6z6y6z6h6 -1,+1,-1,+1,-1,+1,-9, l
v12l_z6y6z6h6i6 +1,-1,+1,-1,+1,-9,+7, l
v12l_u2y6z6y6z6 +5,-1,+1,-1,+1,-1,+1, l
v12l_y6z6y6z6D7 -1,+1,-1,+1,-1,+1,-5, l
v12l_G7y6z6y6z6 +10,-1,+1,-1,+1,-1,+1, l
v12l_z6y6z6r6H7 +1,-1,+1,-1,+1,-10,+9, l
v12l_e0f0g0A0 -1,+1,+2,-2,-1,+1, l
v12l_i0j0k0l0 -1,+1,-8,+8,-1,+1, l
v12l_p0q0q6c6 -1,+1,-15,+12,-2,+2, l
v12l_i0j0 -1,+1,-8,+8, l
v12l_k0l0 -8,+8,-1,+1, l
v12l_G6F6 -9,+9,-9,+9, l
v12l_i0 -1,+1,-8, l
v12l_s0 -1,+1,-10, l
v12l_M7 -7,+7,-7, l
v12l_Q7 -5,+5,-5, l
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